
内　容

供試した施肥制御装置（図１，２）の特長は以下

の通りである。①作業前に行う繰り出し量の調整が

迅速かつ簡便にできる、②施肥機からの繰り出し量

をＧＰＳで取得した移動速度情報によりリアルタイ

ムに自動制御する。

本装置をＪ社施肥機に取り付けて、キャベツ定植

前の畝立て同時畝内施肥で試用した。設定量を

17.3kg／120㎡（144kg／10ａに相当）としたところ、

実際の施肥量は17.1～17.3kgで設定量の98～100％

となり、設定量とほぼ同等の精度を示した（表１）。

なお、作業速度は0.4～0.6km／時の範囲であった。

３月どりキャベツの生育量を速度連動施肥区と手

散布区で比較したところ、生育量は同等で、生育の

ばらつきは小さかった（表２）。

以上より、本試験に供試したＧＰＳ方式速度連動

施肥装置を用いることで、施肥作業開始前に行う繰

り出し量設定の迅速・簡便化と施肥精度の向上が可

能となる。

今後の方針

供試装置は既存の施肥コントローラーを取り外し

たコネクターに取り付けるだけで、施肥機等の改造

は必要ない。現在、高速作業が要求される麦類の施

肥同時は種や麦踏み同時施肥に取り組んでいる。今

後は、土壌消毒剤の薬剤注入や除草剤散布等への適

応場面の拡大を図る。
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表１　施肥量の実測値 表２　キャベツ生育期における
外葉の広がり及び結球部の生育量

図１　速度連動施肥コントローラーの作業表示画面

図２　作業機器の取り付け状況


